
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

２ 各自衛隊等との施設整備工事に関する意見交換会：隔年１０月頃 

 

1 東北防衛局優秀工事等顕彰状授与：毎年７月 

  管内の陸・海・空自衛隊及び機関、並びに当局の施設担当者が一堂に集い、施設整備に関する

課題や要望について意見交換を行うことにより、相互理解の促進や連携の強化を図り、防衛活動

の基盤となる施設の円滑かつ確実な整備を追求し、防衛力の向上に努めています。 

  東北防衛局では、完成した工事や業務の中からその目的物の出来形又は品質の優れているもの

で他の模範とするにふさわしいものを優秀工事等として選定し顕彰することにより、入札参加者の

受注意欲を高め、目的物の品質確保を図り、円滑な施設取得の推進に努めています。 

   （東北防衛局調達部担当者）            (陸・海・空自衛隊及び付属機関の施設担当者) 

【令和元年度顕彰状授与者】 

 ・株式会社熊谷建設工業 

 ・株式会社青北建設 

 ・株式会社松浦組 

 ・株式会社東海テック 

 ・開発電業株式会社 

 ・苓北設備設計株式会社 

             （写真前列右２人目から） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 災害や緊急事態等における施設整備調査チームの訓練活動：毎年 

３ 予算要求機関との施設整備工事に係る調整会議：毎年１０月頃 

  調達部職員で構成する施設整備調査チームは、緊急事態等発生時に迅速かつ的確な対応を執

ることができるよう、平素より意識及び技能の向上に努めるとともに緊急事態等を想定した訓練を

実施しています。 

 ※建物応急危険度判定等の実践訓練 

  予算要求機関（管内の陸自・海自・空自及び付属機関）の施設担当者から次年度の施設整備概

要及び計画・実施内容等についてヒアリングを行い適切な予算執行に努めています。 

建築物の沈下を調査            柱の傾斜を調査 

外装材の剥離・ひび割れを調査          結果判定と処置 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 入札談合の防止等セミナーの受講等 

  独占禁止法、官製談合防止法及びコンプライアンス、公務員倫理について、職員の意識を高める

ため、積極的にセミナー等に参加しています。 

公正取引委員会事務総局東北事務所の担当者を講師として招き開催した例 


